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　日整会ではこれまで 16 疾患の診療ガイドラインを
公開してきましたが，今年は前十字靱帯，腰痛，アキ
レス腱断裂，そして上腕骨外側上顆炎の 4 つのガイド
ラインが改訂されました。今後新たに 2 疾患が追加さ
れるようですが，整形外科分野では，内科疾患の薬物
療法のようなランダム化比較試験が困難なため，エビ
デンスレベルの高い研究が少ないといった問題点もあ
りました。このため従来の運動器ガイドラインはエビ
デンスレベルが低く，どっちつかずの推奨文も見受け
られました。
　現在日本で発刊されるガイドラインの多くは，日本
医療機能評価機構 Minds の『Minds 診療ガイドライン
作成の手引き 2014』「Minds 診療ガイドライン作成マ
ニュアル 2017」に基づいて作られるようになっていま
す。クリニカルクエスチョン（CQ）の作成の基準は，

「治療法等の決定に際し複数の選択肢があり，そのい
ずれがよりよいかを推奨として提示することにより，
患者アウトカム改善が期待できる場合」であり，また
その CQ に関してはシステマティック・レビューの実
施が求められています。ガイドラインの作成には非常
に大きな労力を要しますが，より客観的にエビデンス
が評価され，推奨文が決定されています。このガイド
ラインで推奨されるかどうかは，我々の治療法選択に

大きな影響を与えるともいえます。例えば変形性膝関
節症に対する過去のあるガイドラインでは，ヒアルロ
ン酸関節内注射は推奨されませんでした。その後，日
本におけるヒアルロン酸の売り上げは減少したともい
われております。
　さて，今回の特集は，川口善治先生ご企画の＂脊椎
疾患・関節疾患による慢性疼痛治療 update＂です。痛
みの原因には主に侵害受容性疼痛と神経障害性疼痛が
挙げられますが，慢性疼痛治療においては心理社会的
因子を含めたその多様性にも目を向けていかなければ
ならないようです。痛みに関連するガイドラインは日
本ペインクリニック学会から『神経障害性疼痛薬物療
法ガイドライン改訂第 2 版』，『非がん性慢性疼痛に対
するオピオイド鎮痛薬処方ガイドライン改訂第 2 版』，
痛みに関連する 7 学会から『慢性疼痛治療ガイドライ
ン』など，ここ 2～3 年でも他学会からいくつか出版さ
れています。慢性疼痛治療においては薬物療法の占め
る割合も多く，また心理的アプローチなど集学的治療
を必要とする分野です。しかしやはり器質的疾患の診
断と外科的治療を行いうる我々整形外科医の役割は最
も大きいと思います。本特集号が読者の皆様方の診療
に役立つことを期待します。
 （石橋恭之）
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